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別記様式（第４条関係） 

会  議  録 

 

会議の名称      令和７年度第２回宍粟市地域公共交通会議 

開催日時 令和７年 10月 30日（木）10時 30分～11時 35分 

開催場所 宍粟市役所 北庁舎４階 401会議室 

議長（委員長・会長） 

氏 名 
富田副市長 

委員 

氏 名 

（出席者） 

別紙のとおり 

（欠席者） 

別紙のとおり 

事務局 

氏 名 

市民生活部：森本部長・朱山次長、まちづくり推進課：中尾次長兼課

長・德久阪係長・藤多主査、障がい福祉課：小椋課長兼係長、一宮市

民局：橋本専門員、波賀市民局：西田副局長兼課長、山内副課長兼係

長、千種市民局：小河副局長兼課長・山田主査 

傍聴人数  ２人 

会議の公開・非公開の

区分及び非公開の 

理由 

公開・非公開 

（非公開の理由） 

 

 

決定事項 

（議題及び決定事項） 

■報告 

(１)千種地域におけるデマンド乗合交通の実証運行の取組み状況に

ついて 

■議題 

(１)奥西山七野線・鷹巣線の廃止について 

(２)宍粟市地域公共交通計画の変更について 

(３)地域内フィーダー系統補助に係る地域公共交通計画変更届出に

ついて 

会議経過 別紙のとおり 

会議資料等 別紙のとおり 

議事録の確認 

（記名押印） 

（委員長等） 

      富田 健次    ㊞                             
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（会議の経過） 

発言者 議題・発言内容 

事務局 

 

会長 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

※開会 

 

※２あいさつ 

 

それでは３報告（１）千種地域におけるデマンド乗合交通の実証運行の取

組み状況について、事務局より説明をお願いします。 

 

※報告（１）千種地域におけるデマンド乗合交通の実証運行の取組み状況

について事務局（千種市民局）より説明 

地域運営組織ちくさええとこ協議会主体の取組として、国交省の交通空白

解消緊急対策事業の採択を受け、国の補助金を活用し、AI予約システムを

導入した「デマンド型乗合バスの実証運行」を開始した。 

予約システムの導入により、利用者の利便性が大きく向上するとともに、

協議会が運行を委託する事業者の負担軽減にもつながっている。９月 26

日の実証運行スタートから 10 月 27 日までの利用状況として、主に高齢者

や中学生が利用しており、９月は実質２日間の運行で延べ 40名の方に、10

月は実質 13 日間の運行で延べ 93名に利用された。今後は、チラシやＳＮ

Ｓでの利用促進や役員等が各種会合に出向いて説明するなどしつつ、ニー

ズ調査と分析を行い、２月からの本格運行に向けた準備を進めていく。 

また、予約の状況として、主に千種診療所に通院される方やリピーター的

に利用される方が少しずつ増えている。今日の会議の委員も、下河野、七

野からエーガイヤちくさまでええとこバスに乗り、この会議の開始時間に

間に合う大型バスに乗れるように予約してもらい、乗継ぎの形で利用され

た。また、高齢者の方で買物に利用される、あるいは高校生の興味も出て

きていると考えている。中には、既に 11月いっぱいまで毎週予約されてい

る方もあると聞いている。役員等が老人クラブや民生児童委員の会議、ふ

れあい喫茶等に出向いて説明もしていただいており、少しずつ広がってい

る状況です。 

 

先日私も、協議会の会長と話をして、普及の方法として、広報でチラシを

配ったり、ＳＮＳで周知されたりということもありますが、口伝えで伝え

るのが 1 番ということで、色々な会合で説明し、利用してくださいという

案内をしていこうという取組をされています。やはりご高齢の方の利用が

多いと思いますので、こういった取組を今後公共交通の事務局としても注

目していきたい。 
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事務局 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

会長 

 

 

事務局 

 

会長 

 

委員 

 

会長 

続いて４議事（１)奥西山七野線・鷹巣線の廃止について、事務局より説明

をお願いします。 

 

※議事（１) 奥西山七野線・鷹巣線の廃止について説明 

 

何か意見等はありますか。 

 

廃止という非常に重い手続になる。法律上、廃止の届出をすることで、手

続を完了することになる。通常６か月前までに届け出る必要があるが、地

域公共交通会議で協議が成立することを前提に 30 日前までに届け出るこ

とで措置を取らせていただくことになる。今日、この協議が整えば、ウイ

ング神姫より兵庫陸運部に廃止の届出が出ることになる。２路線の実績を

見ると、1 便あたり利用者数が１人も満たしておらず、千種地域の代替交

通の実証運行も始まっている状況である。皆様にこの辺りを検討いただき

協議をお願いしたい。 

 

前回６月の会議では、ええとこバスの実証運行と小型バスを半年間は並行

して検証することにしていたが、ええとこバスの実証運行がスムーズにス

タートできているため、十分代替の確保ができると判断し、ウイング神姫

と一緒に協議する中で、廃止を少し前倒しにするということで本日の提案

をさせていただいた。先ほど、手続について説明があったように、承認い

ただきたい。 

 

他に意見等ありますか。なければ、本案件は承認でよいでしょうか。 

 

※異議なし 

 

続いて議事（２）宍粟市地域公共交通計画の変更について、事務局より説

明をお願いします。 

 

※議事（２）宍粟市地域公共交通計画の変更について説明 

 

意見等ありますか。なければ、本案件は承認でよいでしょうか。 

 

※異議なし 

 

続いて議事（３）地域内フィーダー系統補助に係る地域公共交通計画変更
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事務局 

 

 

会長 

 

委員 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

届出について事務局より説明をお願いします。 

 

※議事（３）地域内フィーダー系統補助に係る地域公共交通計画変更届出

について説明 

 

意見等ありますか。なければ、本案件は承認でよいでしょうか。 

 

※異議なし 

 

議事は以上となりますが、兒山委員、総括して何かございますか。 

 

ちくさええとこバスは、急に進んだという感じで状況が把握できていなか

ったが、通常だともう少し事前に手続きがあってからということで、今は

無登録・無許可という形で進められているので、無料ということだ。残念

ながら小型バス路線は廃止ということだが、地域でより使いやすいものに

なるよう、しっかり支えていただきたい。 

 

これまで、ちくさええとこ協議会の皆様、それからタクシー協会のご理解

のもと、ウイング神姫と市とで協議を進めてきたが、この後も交通空白地

解消として、地域の皆様のニーズにこたえられるように一緒に取り組んで

いきたい。 

この後もちくさええとこ協議会の皆様と一緒に、２月１日の自家用有償旅

客運送の登録に向けて準備をし、また 12月の会議では皆様のご承認をいた

だきたいので、よろしくお願いします。 

 

続いて※５その他（１）市民のニーズに応じたダイヤの見直しについて事

務局より説明 

宍粟市議会の９月定例会において、一般質問として、２点、市民のニーズ

に応じたダイヤの見直しに関する提案があった。宍粟市地域公共交通計画

では、「誰もが安心して利用できる地域公共交通の推進」を基本方針として、

利用状況や住民のニーズ、乗り継ぎ等を考慮したダイヤやルートの見直し

を行うことにしている。日頃から市民の方から意見や相談があった場合に

は、バス運行事業者と連絡を取り合い、対応策の検討を行っている。 

今回も、ウイング神姫とこの後どんな対応が必要か現状を確認しながら、

検討を行う予定だが、この会議で委員の皆様にもご意見を伺いたい。 

 

資料 20P の①は、どのようなニーズによるものかもう少し具体的に伺いた
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事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

い。 

 

伊和高校のテスト期間中等、授業が短縮されるときに山崎へ向けて、高校

生が帰るのにちょうどよい時間帯のバスがないとのこと。例えば午前 10

時台のバスについて、概ね９時 50分台というバスはあるが、ピンポイント

で 10 時台が抜けていて、次は 11時台という時刻表を見てのご意見である

ため、本当にその便が必要なのかどうかもこれから検証して、ウイング神

姫と一緒に考えさせていただきたい。 

 

②についてはどのような意見か具体的に伺いたい。 

 

部活動等で土日に通学する千種高校生がいるとのこと。この朝一の便も平

日だと皆木止まりではなく、エーガイヤちくさまで行っているが、土日は、

エーガイヤちくさ線が創設された当初から、高校生の利用が見込めないと

いうことで、皆木止めとなっている。土日に千種に向かう便が全くない訳

ではなく、エーガイヤちくさ線は 12 時台と 16 時台に千種に到着する便が

あり、また、その他に千種線がある。ニーズがあれば、事業者としても対

応していただけるかとは思うが、総合的に見て判断する必要がある。ウイ

ング神姫の意見はいかがか。 

 

ニーズがあり、増便やダイヤ変更をして、本当に乗っていただけるのであ

れば事業者としても願ったり叶ったりではあるが、よくあるのが「乗る、

乗る」といって実際には乗らないとなることも。また、結果的に１人２人

しか乗らないというのも採算的に厳しいものがあるので、要望にはできる

だけお答えしたいが、本当にとにかく多くの方に利用していただきたい。 

 

①について、午前 10時台や午後２時台のバスがないことで、積み残しがあ

るようなことはないのか。 

 

そのような状況にはない。ウイング神姫からは、通常、大型バスのニーズ

としては、10人を超えれば大型でないと乗れないことから、10人以上の利

用者があるのが理想的と聞いている。また、時間の感覚として、次の便ま

でどれだけ待ち時間があるかが、利便性のところかと思うがダイヤ調整の

中で、もし高校生が不便に感じているとすれば、どのような時間間隔で調

整できるのかということを考える必要がある。 

 

①の伊和高校生の部分は、確かに時間帯でいえば 10時台と午後２時台のバ
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事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

事務局（千種） 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

スがありませんが、もう少し広い目で見ますと、おおむねその時間帯のバ

スが通っています。また②について、千種高校のニーズは確認されました

か。 

 

ダイヤ改正を行う際は、ウイング神姫が市内の高校３校には意見を聞いて

いただき対応しているが、エーガイヤちくさ線については、当初から土日

はないという前提で始まっているため、こちらは改めてウイング神姫と一

緒に確認させていただきたい。意見をいただいた議員の方が、実際に千種

高校生の意見を聞いたというお話も聞いている。この後、もう少し丁寧に

確認し、その後ウイング神姫と相談させていただきたい。 

 

千種市民局より補足等ありますか。 

 

部活動あるいは地域づくり、まちづくり活動にも積極的に高校生は参加し

てくれているが、その際にやっぱり便がないので、参加することが難しい

というケースが過去にあった。改めてニーズ調査が必要だと感じている。 

 

この点に関わらず、随時、市民の皆様からのご意見については、市役所 1

階のまちづくり推進課とバス事業者の窓口でお伺いしている。届いた意見

についてはその都度、この２者で協議を行っているという状況を委員の皆

様にも理解していただきたい。 

 

千種高校に千種以外から通っている生徒もたくさんいる。部活も土日の午

前中からやっているので、ぜひ住民としてはエーガイヤちくさまでの延伸

を進めてほしいと強く言っておきたい。 

 

続いて、※その他（２）地域公共交通会議の開催スケジュールについて説

明 

 

今回の会議で地域公共交通計画変更届出の協議を行い、12 月 22 日にも地

域公共交通計画変更認定申請の協議を行うとのことだが、これはどういう

違いがあるのか。 

 

今回、協議した変更は、路線を廃止したことでこれまで補助対象としてい

た対象を外す作業のみを行った。次回は、ちくさええとこバスを補助の対

象に加える手続をお願いすることになる。この２つを一度に協議すればよ

いのではということもあるが、小型バスは来月末で廃止だが、ちくさええ
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事務局 

 

オブザーバー 

（ウイング神姫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

とこバスは２月からということで、時期がずれているので、ご不便をお掛

けするが、２回に分けて手続きをお願いしたいということになる。 

 

その他に意見等はありますか。 

 

このたび、乗継制度の見直し又は廃止の提案をさせていただきたい。 

しーたんバスの状況として、近年、一部の路線を廃止する等、状況が変わ

ってきた。平成 27年の再編当時、市内どこまで行っても一律 200円の運賃

は大きな目玉の一つだったが、現在の状況を鑑みると、アンバランスが生

じてきている。乗継制度は、運賃収受の面で非常に複雑な仕組みがあり、

ベテランの乗務員ですら降車時の精算の際に、お客様にご不便をお掛けし

ている実態がある。一方で、乗継制度を見直すことで特定の方に運賃の改

定、つまりご負担をお願いすることになる。フリー定期の利用者や、乗継

券を利用しないお客様には、見直しの影響はないが、運賃の値上げとなる

と、十分に慎重な検討が必要となる。また、心配な点としては、利用者数

の減少につながってしまう恐れもある。私たち事業者の理念としては、１

人でも多くのお客様をお運びするということだが、時代の変化に応じて見

直すべきところは直していただきたく、この会議にて皆様から意見を伺い

ながら、最終的な判断を仰げればと考えている。 

 

乗継制度の見直しについてのご意見ですが、この場での協議は難しいと考

えますので、改めて、ウイング神姫と協議のうえ、整理させていただきた

い。この制度は平成 27年に宍粟市内の公共交通を現在の体系に再編したと

きに導入した仕組みであるので、改正の必要が生じれば、この場にまた議

事として上げさせていただきたい。 

 

先ほど事務局からありましたように、これまでの利用状況等の実態も把握

しなくてはいけません。宍粟市のバス再編の大きな目玉の一つであった「乗

継ぐことで一律 200円で目的地まで行ける。」乗継制度の見直しについての

ご意見ですが、ウイング神姫と協議を行う前に、委員の皆様からも意見が

あればお聞きしたい。 

 

篠陽タクシーでは、蔦沢線と大谷線を管轄しているが、毎朝の朝礼の時に

乗務員に聞くと、この乗継ぎには非常に困難とトラブルを抱えている。こ

の場で皆様に同意してもらい即廃止にしてもらいたいくらいに問題があ

る。この乗継ぎにはお金もかかっているし、無駄なことはやめるべき。 

利用者はしーたんバスがあることにものすごく喜んでおられるが、低運賃
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オブザーバー 

（ウイング神姫） 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

で、その上、またそれが半額になる券を出して、最初は良かったが、今と

なっては非常に複雑な問題を抱えている。時間を気にしないお客様ばかり

ならよいが、乗り継いで、次に山崎インターや姫路駅で新幹線等に乗り継

ぎたいお客様もいる。そういう方が定刻に到着すればよいが、100 円 200

円のことで、乗務員が慌ててしまうようなトラブルも多く、余計に時間が

遅れるようなことも発生している。高齢者の方で、いったんバスを降りた

後に、窓を叩いて、「私も乗継券ちょうだい」という方が多くある。ほかの

お客様がとても迷惑を被っている。このような制度は即廃止にしていただ

きたい。補足が必要であれば、また呼んでもらえれば説明に行かせてもら

う。 

 

労働組合と話しても、一部の方に対しての利益の供与になっているのでは

ないかと聞いている。乗客目線で取り組まないといけないが、目に見えな

いトラブルも含め、言いにくいことではあるが、不正にも繋がっていて、

そこが 1 番大きな問題となっている。乗継券制度自体、当初から無理なと

ころがあり、神姫バスグループでも乗継券制度に対応している市町はない。

そういった面でも前向きに協議をお願いしたい。 

 

いろいろ課題があるとのことなので、事務局で改めて、事業者の皆様のご

意見をお聞きし、どのように対応すべきか整理して、皆様へも判断してい

ただく材料を提示させていただきたい。 

ちなみに現状として９月に利用された乗継券は、小型バスと大型バスの間

で発行されたものが 323枚、循環線からの乗継ぎに 219 枚で、合わせて約

500 人超が延べで利用されている。この利用状況も踏まえ、整理をして、

改めてこの会議に諮らせていただきたい。 

 

住民代表としての意見はありますか。 

 

困難とトラブルがたくさんあるとのことだが、具体的に分からないので判

断ができない。乗り継ぎをされる方が他の人にどれほど迷惑をかけている

のかを調べていただき、そのうえでメリット、デメリットを見て判断して

いただきたいので、調査と話し合い、議事へ上げていただく等お願いした

い。 

 

分かりやすく言えば過剰サービスがトラブルのもとになっている。免許返

納者や障がい者の方なら運賃 200円が半額になって、さらに乗継券がある。

乗務員同士、利用者の中のトラブルに我々業者が入っていかなければなら
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ない。真剣に早く解決してもらいたい。 

 

改めて詳しくお聞きし、メリット、デメリットをきちんと整理して、報告

させていただきたい。 

 

身体障がい者の方や認知症で免許返納される場合もあると思うが、そうい

う社会的弱者の人の視点からも、利益だけではなく、福祉的な立場からも

考えていただきたい。 

 

市としても、横断的に取組みをしているので、その点も含めて提案時に説

明できるよう準備させていただきたい。 

 

不正につながるとか、事務が煩雑になっている等の問題があるとのことだ

が、一律 200円の制度が始まった経緯もあると思うので、手続きの方法を

見直すということも含めて検討を進められるということでよいか。 

 

見直す場合にはここで議論をしていただくということが必要なため、その

判断材料をこちらで整理して、市としての案をお示ししたい。 

 

乗継券制度は、我々委員からではなく、行政から出た話のはず。サービス

にも限度があるので、そのあたりを考えてもらいたい。 

 

平成27年の再編当時に、市内一律200円にしたときに導入した制度のため、

行政から提案したものと認識している。ただ、事業者の皆様と一緒に考え

させていただきたいので、ご協力をお願いしたい。 

 

※閉会 

発言者の表記は、「○○委員」、「事務局」とする。 


